
検 討 事 項 シ ー ト（第１回検討委員会の主な意見） 

 町会運営・活動の担い手の負担感を軽減し，持続可能な町会へ転換するための手法について検討する。 

検討方法は，あらかじめ市で想定した項目を中心に，実施内容や手法，取組を進めるうえでの問題点や解決方法および支援の内容などを検討する。 

 

【課題】                      【検討事項】 

運営側の視点   第１回検討委員会で出された主な意見 

●会員数の減少 

●会員の高齢化 

●役員や班長のなり手不足 

●若い世代の町会離れ 

●役員の業務負担増 

●活動に関わる会員の固定化 

●集金や回覧板の負担 

●町会館の維持管理の負担 

●単独町会での維持が困難  など 
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業務のスリム化･方法の見直し 

【たな卸し】 

・重複している業務の見直しは必要だが，その洗い出しに手が回らない状況である。 

・たな卸しを行うと，地区の会議や行政からの依頼が多いので，そこの見直しも必要である。 

・回覧板の必要性など，住民のアンケートを取る必要があるが，時間がなく難しい。 

・業務のスリム化は，住民(会員)ニーズを捉える必要がある。 

【組織のスリム化】 

・専門部を統合しても一人の負担が増えるので，役員のなり手を増やす必要がある。 

・業務のスリム化ができれば，組織のスリム化もできる。 

【役割・位置付けの見直し】 

・町会は，最低限のことを実施し，ニーズがある活動と地域の多様な団体とをコーディネー

トする役割へ転換した方が良い。 

・地域課題は，細分化し増えていくので，町会はコーディネート役に徹したほうが良い。 

【その他】 

・スリム化などは，一律ではなく，地域ごとや段階的なアプローチが必要である。 

 

近隣町会との合併 

・近隣町会との合併は，範囲が広くなり大変である。 

・合併は，役員の感情などでなかなか難しいので，事業の連携が現実的である。 

・合併の方法自体は難しくないが，総会をどのように行うかが問題になると思われる。 

 

なり手・担い手の確保 

・北海道では，アクティブシニア（地域貢献に意欲的な高齢者）の活躍の場をつくろうと研

修などに取り組んでいるので，そういう人たちを仲間にする。 

・ＮＰＯなど潜在的に地域を良くしたいと思っている人たちとの連携，コーディネートが上

手くいけば，スリム化にもつながる。 

・町会加入者や町会役員であることに関わらず，活動でつながっていくようにならないと，

町会自体もスリム化していかない。 

・大学生など若い世代も，地域課題を解決する軸となる組織として町会が必要だと感じてお

り，また，コロナ禍で孤独感を抱き，地域コミュニティの重要性を実感している。 

 運営に対する支援 ・業務のスリム化などを行うには，市や町会連合会の手助けが必要である。 

 その他  

    

住民等の視点 
 

解消方法 

【情報発信】 

・町会の活動内容が具体的にわかれば，転入者などが町会に入ろうと興味を抱くと思う。 

・町会だよりに地域の細かい情報が掲載されていると，見る人が興味を持ちやすい。 

・町会に加入すると，子どものいろいろな行事があることなどを，もっと周知すると良い。 

【意識改革】 

・若い人の参加を望む気持ちと，スリム化などにはプライドがあり反対という気持ちは矛盾

しており，その部分の解消が必要である。 

●活動内容がよくわからない 

●意見がしにくく閉鎖的なイメージがある 

●旧態依然で時代の変化に対応していない 

●内部から改革を進めにくい  など 
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